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　２月25〜26日、労協連が主催する「全国
よい仕事研究交流集会」を終えた翌週の３
月４〜５日、「全国若者・ひきこもり協同
実践交流会 in 東京」に実行委員会の一員
として参加する機会を得た。それぞれの集
会の開催にあたって、「はたらく」こと、「生
き続ける」ことの意味について考えさせら
れる２〜３月であった。
　全国よい仕事集会では「仕事―共に生き
続けるために」をテーマに記念講演を行っ
ていただいた関野吉晴さん（探検家、医師、
人類学者、武蔵野美術大学教授。1993年か
ら10年の歳月をかけて、アフリカに誕生し
た人類がユーラシア大陸を通ってアメリカ
大陸にまで拡散していった約５万３千キロ
の行程を、自らの脚力と腕力だけをたより
に遡行する旅「グレートジャーニー」を行
う）は、これまで25年間に32回、通算10年
間以上にわたって、アマゾン川源流や中央
アンデス、パタゴニア、アタカマ高地、ギ
アナ高地など、南米への旅を重ね、その人
びとの暮らしの中から、「アマゾンの先住
民には、魚を獲る、イモをつくるなどの行
為を表す単語はあるが、仕事を意味する単
語はない。完全に自給自足で、自分たちが
食べられる分しか採らず、平等に分配する。
暮らしには、自分たちでつくれるものしか
なく、格差がない。仕事とは生き延びるた
めに必要な、食べる、住む、着ることに伴
う行動のことではないか」と、人間が生き
続けること、働くことの本質的な意味につ

いて語られ、現代社会に生きる私たちがい
かにその生存条件を他（資本）に委ねて支配
されているのかを実感させられた。
　また、３月の若者・ひきこもり協同実践
大会の準備の中で出会った若者たちとの話
合いを通して、いかに現代社会が生きづら
い社会であるのか、学校や職場で差別、排
除され、その結果ひきこもりの経験のある
若者、不登校からオルタナティブな教育環
境に身を置き、その後起業する若者たちな
ど、さまざまな経験を持つ若者たちと出会
う機会を得た。「社会に役立つために」、「一
人前」の人間として働いていないと社会の
落伍者としての烙印を押されることに恐怖
を感じている若者たちであった。生きづら
さに抗していくと同時に、生きづらさを抱
えたままでも生きていけるような社会づく
りは果たして可能なのだろうか、と自ら問
う契機となった。
　今一度、人が働くこと、生きることの根
源的な意味を問い直すこと、その根源に協
同労働がどうアプローチできるのか。「人
は生活する」という基本前提に立って、自
らの生存基盤を、人と「共に」、自然と「共
に」つくり出していくことがいかに重要で
あるかを考えさせられる二つの集会であっ
た。
　私たち協同労働の協同組合・ワーカーズ
コープは、これまで30数年の歴史の中で、
公園緑化や病院清掃、廃棄物処理や物流業
務などの仕事を経て、介護や子育て、自立
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就労支援などのケア、そして食や農、BDF
などの環境関連事業、給配食、農業、里山
保全型林業、地域循環型の産業へとその事
業の領域を広げてきた。これら多様な仕事
は、あらためて考えみれば、人が生きてい
くための生存基盤を自らが取り戻していく
（創り出していく）営みではなかっただろう
か。これら「協同労働によるよい仕事」を
地域化・社会化する（とりわけ、次世代に
継承していく）ことを通して、人びとが地
域で結びつき、「生き延びる」術を協同で
身につけていくことができれば、「人をい
のちにつなぐ」（天童荒太氏）ことが可能に
なるのではないか。
　奪い尽くす経済、奪い尽くす社会は、人
びとを分断し、若者や私たち現代人に生き

づらい社会を創り出してきた。SDGs（国連
の持続可能な開発目標2030）が掲げている
ような持続可能で豊かな社会をつくること
ができるとすれば、それは未来ある子ども
たちが人間的に豊かに成長、発達していく
ことができる社会を展望することでしか見
出せないのではないか。私たちワーカーズ
コープが全国で展開する児童館や学童、保
育園、放課後等デイサービスなどに集う子
どもたち、あらゆる子どもたちに、「学ぶ」
「遊ぶ」にとどまらず、地域づくりの中心
に位置付け「（協同してよい）仕事ができる
子どもたち」に育っていくような「いのち
の世話」（鷲田清一）を行うことが求められ
ているのではないか、と最近強く思ってい
る。


